Panasonic 

取扱説明書基本編 

I 工事説明付き I 


ネットワークカメラ 

品番 DG-SC386 



保証書別添付 このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうござ 

- います。 

• 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

攀ご使用前に「安全上のご注意」 （7 〜9ページ）を必ずお読みください。 

* 保証書は「お買い上げ日 • 販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととも 
に大切に保管してください。 
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はじめに 


商品概要 


本機はネットワーク用の 10 BASE - T /100 BASE - TX 端子（ネットワーク端子）を装備した監視用 
カメラです。 

ネットワーク端子を使い 、 LAN (Local Area Network ) やインターネットなどのネットワークと 
本機の接続によって、ネットワーク上にあるパーソナルコンピューター（以下、 PC ) でカメラの画 
像や音声を確認できます。 


メモ 

« PC でカメラの画像を確認する場合は、 PC のネットワーク環境の設定が必要です。また、イ 
ンターネット用ウェブブラウザーをインストールする必要があります。 


主な機能 


ネットワーク環境で高効率運用ができるトリプルエンコーディング 

H .264/ MPEG -4 2種類のスト U — ムと 、 JPEG ( MJPEG ) を同時に出力できます。 
※ ㈠ ：已斗と MPEG -4 はどちらか一方の選択となります。 

スーパーダイナミック （MEGA Super Dynamic ) 方式を採用 
取扱説明書操作 • 設定編 （ CD - ROM 内）） 

照度差の激しい被写体でも、画素単位で明るさを補正し、自然な画像で撮影できます。 

白黒切換機能を搭載 

低照度時、自動的に白黒モードへ切り換えることができ、夜間でも鮮明に撮影できます。 

メガピクセル対応高倍率ズーム&高精度プリセット機能を搭載 

1台で広いエリアをモニタリングすることが可能です。 

設置場所に合わせ、天井や壁への設置が可能 

天井直付け設置のほか、別売りの取付金具を使用して天井埋込、壁取付などができます。 

カメラ電源工事が不要 (Power over Ethernet 受電。以下、 PoE ) 

PoE 規格対応のネットワーク機器に接続することができ、カメラ電源工事が必要ありません 
( IEEE 802.3 af 準拠)。 

音声入出力搭載で双方向通信が可能 

音声モニタ 1 」ングに加え、遠隔地に音声を送信できます。 
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取扱説明書基本編（本書) 

保証書 . 

CD - ROM * 1 . 

コ—ドラべル※ 2 . 


CD - ROM には各種取扱説明書および各種ツールソフトが納められています。 

ネットワーク管理上、必要になる場合があります。ネットワーク管理者が保管してください。 


取扱説明書について 


以下の付属品は取付工事に使用します。 


カメラ取付金具 . 1個 

カメラ固定ねじ （ M 3) ....2本（うち1本は予備) 

飾りカパー . 1個 

電源用端子台 . 1個 


本機の取扱説明書は、本書と取扱説明書操作 • 設定編 （ CD - ROM 内）の2部構成になっています。 
本書では、設置のしかたとネットワークの接続_設定のしかたについて説明しています。 

本機の操作や設定のしかたは、付属 CD - ROM 内の「取扱説明書操作•設定編」をお読みください。 
PDF ファイルをお読みになるには、アドビシステムズ社の Adobe ® Reader ® が必要です。 


SDHC / SD メモリーカードス□ットを搭載 

アラーム発生時やスケジュール設定、ウェブブラウザー画面からの手動操作で、 SDHC ^ SD メモリー 
力ードに H .264 動画または JPEG 画像を保存できます。また、ネットワーク障害時に JPEG 画像を 
保存することもできます（ダウンロード可能)。 

(推奨 SDHC / SD メモ U — 力ード®34ページ） 

パン•チルト • ズーム連動のスムーズな自動追尾 

パン•チルト • ズームを連動させたスムーズな自動追尾動作を実現できます。 

※自動追尾撮影の精度は、設置場所の環境により異なります。事前の確認が必要です。 


付属品をご確認ください 


冊式枚枚 

I— I— I— I— 
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はじめに（つづき) 


メモ 

• Microsoft Windows 7 、 Microsoft Windows Vista または 、 Windows Internet 
Explorer を使用する場合に必要な PC の環境や注意事項など詳しくは、付属 CD - ROM のメ 
ニューより「取扱説明書」の「参照」をクリックし、 「 Windows ®/ inte「net Explorer ® のバー 
ジョンによる注意事項」をお読みください。 

• Microsoft Windows XP を使用する場合、撮影シーンが大きく変わる際（動きのある被写体 
を映したときやパン.チルト操作時）に、 0 S の描画処理 （ GDI ) の制約により、ティアリン 
グ（画面の一部がずれて表示される現象）が発生することがあります。 

* 対応 0 S とブラウザーの動作検証情報については、パナソニックサボートウェブサイト 
( http :// panasonic . biz / security / support / index . html ) を参照してください。 


重要 

♦必要な PC の環境を満たしていない場合には、画面の描画が遅くなったり、ウェブブラウザー 
が操作できなくなったりするなどの不具合が発生するおそれがあります。 

* サウンドカードが搭載されていない PC では、音声機能を使用することはできません。また、 
ネットワークの環境によっては、音声が途切れる場合があります。 

• Microsoft Windows 7 Starter と Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition に 
は対応していません。 

• IPv 6 で通信を行う場合は 、 Microsoft Windows 7または 、 Microsoft Windows Vista を 
使用してください。 



CPU Intel ® Core ™ 2 Duo 2.4 GHz 以上推奨 

メモリー 512 MB 以上（ただし、 Microsoft ® Windows ® 7または Microsoft ® 

Windows Vista ® をお使いの場合は 1 GB 以上） 

ネットワーク機能 1 0 BASE - T または1 00 BASE - TX 1ポート 

サウンド機能 サウンドカード（音声機能を使用する場合） 

画像表示機能 解像度： 1024 X 768 ピクセル以上、 

発色 ： True Color 24ビット以上 
対応 OS Microsoft ® Windows ® 7日本語版 

Microsoft ® Windows Vista ® 日本語版 
Microsoft ® Windows ® XP SP 3 日本語版 
ウェブブラウザー Windows ® Internet Explorer ® 9.0 32ビツト日本語版 

Windows ® Internet Explorer ® 8.0 32ビツト日本語版 
Windows ® Internet Explorer ® 7.0 32ビツト日本語版 
Microsoft ® Internet Explorer ® 6.0 SP 3 日本語版 
その他 CD - ROM ドライブ 

(取扱説明書および各種ソフトウェアを使用するため） 

DirectX ® 9.0 c 以上 
Adobe ® Reader ® 

( CD - ROM 内の PDF ファイルを閲覧するため） 







商標および登録商標について 


• Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer 、 ActiveX および DirectX は、米 
国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。 

攀 Intel、Intel Core は、米国およびその他の国における Intel Corporation の商標または登録商標です。 
攀 Adobe 、 Adobe □ゴおよび Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社） 
の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

攀 SDHC □ゴは SD -3 C , LLC の商標です。 

• iPad 、 iPhone、iPod touch は、米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

• Android は 、 Google Inc . の商標または登録商標です。 

* その他、この説明書に記載されている会社名 • 商品名は、各会社の商標または登録商標です。 


著作権について 


本機に含まれるソフトウェアの譲渡、コピー、逆アセンブル、逆コンパイル、 U バースエンジニア U 
ング、並びに輸出法令に違反した輸出行為は禁じられています。 


免責について 


* この商品は、特定のエリアを対象に監視を行うための映像を得ることを目的に作られたものです。こ 
の商品単独で犯罪などを防止するものではありません。 

•弊社はいかなる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。 

① 本機に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊、または結果的損害•被害 

② お客様の誤使用や不注意による障害または本機の破損など 

③ お客様による本機の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどうかにかかわら 
ず、発生した一切の故障または不具合 

④ 本機の故障 • 不具合を含む何らかの理由または原因により、映像が表示できないことによる不便 • 
損害 • 被害 

⑤ 第三者の機器などと組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便 • 損害•被 

圭 

⑥ お客様による監視映像（記録を含む）が何らかの理由により公となりまたは使用され、その結果、 
被写体となった個人または団体などによるプライパシー侵害などを理由とするいかなる賠償請求、 
クレーム など 

⑦ 登録した情報内容が何らかの原因により、消失してしまうこと 
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はじめに（つづき) 


個人情報の保護について 


本機を使用したシステムで撮影された本人が判別できる情報は、「個人情報の保護に関する法律」で 
定められた「個人情報」に該当します， 

法律に従って、映像情報を適正にお取り扱いください。 

※経済産業省の「個人情報の保護に関する法律についての経済産業分野を対象とするガイドライン」 
における【個人情報に該当する事例】を参照してください。 


ネットワークに関するお願い 


本機はネットワークへ接続して使用するため、以下のような被害を受けることが考えられます。 

① 本機を経由した情報の漏えいや流出 

② 悪意を持った第三者による本機の不正操作 

③ 悪意を持った第三者による本機の妨害や停止 

このような被害を防ぐため、お客様の責任の下、下記のような対策も含め、ネットワークセキュリティ 
対策を十分に行ってください。 

♦ファイアウォールなどを使用し、安全性の確保されたネットワーク上で本機を使用する。 

拳 PC が接続されているシステムで本機を使用する場合、コンピューターウイルスや不正プログラム 
の感染に対するチェックや駆除が定期的に行われていることを確認する。 

* 不正な攻撃から守るため、ユーザー名とパスワードを設定し、□グインできるユーザーを制限する。 
♦画像データ、認証情報（ユーザー名、パスワード)、アラームメール情報、 FTP サーバー情報、 
DDNS サーノ（一情報などをネットワーク上に漏えいさせないため、ユーザー認証でアクセスを制 
限するなどの対策を実施する。 

* 管理者で本機にアクセスしたあとは、必ずすベてのブラウザーを閉じる。 

* 管理者のパスワードは、定期的に変更する。 

♦本機、ケーブルなどが容易に破壊されるような場所には設置しない。 
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安全上のご注意 (必ずお守りください） 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


△警告 

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。 

△注意 

「傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 （次は図記号の例です） 

0®® 

してはいけない内容です。 

❶ 

実行しなければならない内容です。 


気をつけていただく内容です。 


△警告 


工事は販売店に依頼する 


❶ 


工事には技術と経験が必要です。 
火災、感電、けが、器物損壊の原 
因となります。 


• 必ず販売店に依頼してください。 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因となります。 


⑧ 


分解禁止 

• 修理や点検は、販売店に連絡してください。 


異常があるときは、すぐ使用をや 
める 


❶ 


煙が出る、においがする、外部が 
劣化するなど、そのまま使用する 
と火災 • 落下によるけが、器物破 
壊の原因となります。 


>放置せずに、直ちに電源を切り、販売店に 
連絡してください。 


異物を入れない 

0 


水や金属が内部に入ると、火災や 
感電の原因となります。 


禁止 


»直ちに電源を切り、販売店に連絡してくだ 
さい。 
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安全上のご注意（つづき) 


△警告 


総質量に耐える場所に取り付ける 

落下や転倒によるけがや事故の原 
因となります。 

• 十分な強度に補強してから取り付けてくだ 
さい。 

定期的に点検する 

金具やねじがさびると、落下によ 
るけがや事故の願となります。 

♦点検は、販売店に依頼してください。 

V ノ 

可燃性ガスの雰囲気中で使用しな 
い 

爆発によるけがの原因となりま 

禁止 

V J 

塩害や腐食性ガスが発生する場所 
に設置しない 

〇 取付部が劣化し、落下によるけが 
\〇/ や事故の原因となります。 

禁止 

V ノ 

落下防止対策を施す 

落下によるけがや事故の原因とな 
ります。 

• 落下防止ワイヤーを必ず取り付けてくださ 
い。 

V J 

専用の取付金具を使用する 

落下によるけがや事故の原因とな 
ります。 

♦設置の際は、専用取付金具を使用してくだ 
さい。 

V J 

ねじやポルトは指定されたトルク 
で締め付ける 

落下によるけがや事故の原因とな 
ります。 

V J 

振動のないところに設置する 

取付ねじやボルトがゆるみ、落下 
などでけがや事故の原因となりま 
す。 

V J 

落とさない、強い衝撃を与えない 

けがや火災の原因となります。 

禁止 

V J 

配線は電源を切つてから行う 

感電の原因になります。また、 

シヨ-卜や誤配線により火災の原 
因となります。 

V J 
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使用上のお願い 


△警告△注意 


に記載されている内容とともに、以下の事項をお守りください。 


使用中、画面に 「OVER HEAT」 と表示された 
ときは 

カメラ内部が異常に高温になっています。直ち 
に電源を切り、販売店にご連絡ください。 

本機は屋内専用です。屋外では使用しないでく 
ださい。 

本機に電源スイッチはありません 

電源を切る場合は、電源ブレーカーを切ってく 
ださい。 

長時間安定した性能でお使いいただくために 

高温 • 多湿の場所で長時間使用しないでくださ 
し)。部品の劣化により寿命が短くなります。 

設置場所の放熱や暖房などの熱が直接当たらな 
いようにしてください。 

ドームカノ（一を直接触れないでください 

ドームカノ（一が汚れると画質劣化の原因となり 
ます。 

取り扱いはていねいに 

落としたり、強い衝撃または振動を与えたりし 
ないでください。故障の原因になります。 

使用する PC について 

PC のモニター上に長時間同じ画像を表示させる 
と、モニターに損傷を与えることがあります。 
スク U —ンセーノ（一の使用をお勧めします。 

異常検出時、自動的に再起動を行います 

本機は、何らかの原因で異常を検出すると自動 
的に再起動します。再起動した場合は、電源投 
入時と同様に約2分間操作ができません。 

本機を譲渡 • 廃棄される場合 

本機に記録された情報内容と、本機とともに使 
用する記憶媒体に記録された情報内容は、「個人 
情報」に該当する場合があります。本機が廃棄、 
譲渡、修理などで第三者に渡る場合には、その 
取り扱いに十分に注意してください。 

お手入れは 

電源を切ってから行ってください。けがの原因に 
なります。ベンジン • シンナーなど揮発性のもの 
をかけたり、使用したりしないでください。ケー 
スが変色することがあります。化学ぞうきんを使 
用の際は、その注意書きに従ってください。 


※お手入れのあとは、カメラの向きを変えてし 
まっている場合がありますので、必ずポジシヨ 
ン U フレッシュを行うか、本機を再起動して 
ください。詳しくは、「取扱説明書操作•設 
定編」 （ CD - ROM 内）をお読みください。 

水をかけないでください 

直接水をかけないでください。故障の原因にな 

ります。 

画像更新速度について 

画像更新速度は、ご利用のネットワーク環境、 

PC 性能、被写体、アクセス数により遅くなるこ 

とがあります。 

SDHC/SD メモリーカードについて 

♦ SDHC / SD メモ U — 力ードは、本機の電源を 
切ってから取り付けてください。電源を入れ 
たまま取り付けると、正常に動作しない場合 
や、 SDHC / SD メモ U — 力ードに記録されて 
いたデータが破損する可能性があります。 
SDHC / SD メモ U — カードの取り付け • 取り 
外しの方法は24ページをお読みください。 

* SDHC / SD メモリーカードを使用する場合 
は、本機で SDHC / SD メモ U — カードを 
フオーマットしてから使用してください。 

フオー マットすると、記録されていた内容は 
消去されます。未 フオー マットの SDHC/SD 
メモ U — 力ードや本機以外で フオー マットし 
た SDHC / SD メモ U — 力ードを使用すると、 
正常に動作しないことや、性能低下すること 
があります。 フオー マットのしかたは、「取扱 
説明書操作-設定編」 （ CD - ROM 内）をお 
読みください。 

攀一部の SDHC / SD メモ U — 力ードは本機で 
使用すると、正常に動作しないことや、性能 
が低下することがあります。推奨 SDHC/SD 
メモ U —カード（№34ページ）の使用をお勧 
めします。 

コードラベルについて 

コードラベル（付属品）は故障時の問い合わせ 

に必要です。紛失しないようにご注意ください。 

お客様控えの1枚は、 CD - ROM ケースに貼り付 

けてください。 
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MOS センサーについて 

♦画面の一部分にスポット光のような明るい部 
分があると、 MOS センサー内部の色フィル 
ターが劣化して、その部分が変色することが 
あります。固定監視の向きを変えた場合など、 
前の画面にスポット光があると変色して残り 
ます。 

♦動きの速い物体を写したときや、パンまたは 
チルトを操作したとき、画面を横切る物体が、 
斜めに曲がって見えることがあります。 

MPEG-4 Visual Patent Portfolio License 
について 

本製品は MPEG -4 Visual Patent Portfolio 
License に関し、以下の行為にかかる個人使用 
を除いてはライセンスされておりません。 

⑴画像情報を MPEG -4 ビジュアル規格に準拠し 
て ( TMPEG -4 ビデオ」）エンコードすること。 
( ii ) 個人使用として記録された MPEG -4 ビデオお 
よび/または MPEG LA からライセンスを受 
けているプロバイダーから入手した MPEG -4 
ビデオを再生すること。詳細については 
http :// www . mpegla.com 
をご参照ください。 

AVC Patent Portfolio License について 

本製品は、 AVC Patent Portfolio License に 
基づきライセンスされており、以下に記載する 
行為に係るお客様の個人的かつ非営利目的の使 
用を除いてはライセンスされておりません。 

⑴画像情報を AVC 規格に準拠して（以下、 AVC 
ビデオ）記録すること。 

⑻個人的活動に従事する消費者によって記録さ 
れた AVC ビデオ、または、ライセンスをうけ 
た提供者から入手した AVC ビデオを再生する 
こと。 

詳細については MPEG LA , LLC ホームページ 
( http :// www . mpegla . com ) 

を参照してください。 

消耗品について 

次の部品は消耗品です。寿命時間を目安に交換 
してください。なお、春命時間は、使用環境、 
使用条件により変わります。寿命時間は、 

+ 35 °C にて使用した場合の目安です。 

攀レンズ部、 PAN モーター、 TILT モーター、 
TILT 用フラットケーブル、ス U ップリング： 
約370万動作（約20000時間) 


自己診断機能について 

使用中、外来ノイズなどの影響により異常動作 
を30秒以上続けると、本機が自動的にリセット 
動作を行い正常な動作に復帰します。 U セット 
動作は、電源投入時と同様の初期化動作を行い 
ますが、頻繁に発生する場合は、本機の設置環 
境で外来ノイズが多く発生している可能性があ 
ります。故障の原因になりますので、早めに販 
売店にご相談ください。 

モーター動作音について 

パンまたはチルトの動作速度によっては、動作 
音が大きくなる場合があります。オートパンで 
動作音が気になる場合は、オートパンの設定速 
度を下げることで改善できます。 

レンズ/回転台について 

レンズやパン • チルト回転台などは長期間操作 
しないと、内部に塗布されたグリースの粘度が 
高まり、動かなくなることがあります。レンズ 
やパン • チルト回転台を定期的に動かすか、ま 
たは下記の要領でポジシヨン U フレッシュを 
行って定期的に動かして使用してください。 

ポジシヨンリフレッシュについて 

長期間使用していると、プリセットポジシヨンが 
ずれてくることがあります。スケジュール機能で 
ポジシヨンリフレッシュを設定し、定期的にカメ 
ラの向きのずれを補正することをお勧めします。 
設定のしかたは、「取扱説明書操作•設定編」 
( CD-ROM 内）をお読みください。 


はじめに 
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設置上のお願い 

設置工事は電気設備技術基準に従って実施してください。 


設置の説明に従わず、正しく設置されなかった 
場合などの製品の故障および事故について当社 
はその責任を負えない場合もございますので、 
あらかじめご了承ください。 

本機は吊り下げ専用です 

据え置きや傾けた状態で使用すると、正常に動 
作しなかったり、寿命が短くなる場合がありま 
す。 

カメラの取付場所について 

設置場所はお買い上げの販売店とよくご相談の 
うえ、丈夫な壁面や天井面などをよく選んで、 
設置してください。 

* 強度が十分ある天井（コンク U — 卜天井など） 
に取り付けてください。 

* 強度が不十分な天井に取り付ける場合は、十 
分な補強を施すか、または別売りのカメラ天 
井直付金具 WV - Q 105またはカメラ天井埋込 
金具 WV - Q 126を使用してください。 

* 壁に取り付ける場合は、別売りのカメラ壁取 
付金具 WV - Q 118 A を使用してください。 

以下のよ5な場所での設置および使用はできま 
せん 

* 雨や水が直接かかる場所（軒下なども含む） 
♦プールなど、薬剤を使用する場所 
♦ちゅう房などの蒸気や油分の多い場所、およ 
び可燃性雰囲気中などの特殊環境の場所 
• 放射線や X 線および強力な電波や磁気の発生 
する場所 

* 海上や海岸通り、および腐食性ガスが発生す 
る場所 

♦使用温度範囲（陳32ページ）を超える場所 
嫌車両や船舶などの振動の多い場所（本機は車 
載用ではありません） 

* エアコンの吹き出し口近くや外気の入り込む 
扉付近など、急激に温度が変化する場所（ドー 
ムカパーが曇ったり、結露したりする場合が 
あります） 

カメラの取付方法について 

カメラは水平（ドーム下向き）に取り付けてく 
ださい。 
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取付ねじは別途ご用意ください 

本機を取り付けるねじは付属されていません。 
取り付け場所の材質や構造、総質量を考慮して 
ご用意ください。 

取付ねじの締め付けについて 

♦ねじは取付場所の材質や構造物に合わせて、 
しっかりと締め付けてください。 

♦インパクトドライバーは使用しないでくださ 
し)。ねじの破損の原因となります。 

♦ねじはまっすぐ締めてください。締めたあと 
は、目視にて、がたつきがなく、しっかりと 
締められていることを確認してください。 

使用しない場合は放置せず、必ず撤去してくだ 
さい。 

電波障害について 

テレビやラジオの送信アンテナ、強い電界や磁 
界（モーターやトランスなど）の近くでは、映 
像がゆがんだり、雑音が入ったりすることがあ 
ります。 

PoE による 電源供給 について 

PoE ( EEE 802.3 af 準拠）対応のハブまたは給 
電装置を使用してください。 

ルータ _ について 

本機をインターネットに接続する場合で、ルー 
ターを使用するときは、ポートフォワーデイン 
グ機能 （ NAT 、 IP マスカレード）付きのブロー 
ドパンドルーターを使用してください。 

ポートフォワーデイング機能の概要については 
「取扱説明書操作 • 設定編」 （ CD - ROM 内）を 
お読みください。 

時刻設定について 

本機は運用開始前に時刻の設定が必要です。時 
刻の設定については「取扱説明書操作•設定編」 
( CD - ROM 内）をお読みください。 

VCCI について 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装 
置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こ 
すことがあります。この場合には使用者が適切 
な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

VCCI-A 


はじめに 



各部の名刖 

























各部の名前（つづき) 


後面 


アクセスランプ 
(アクセス中点滅） 
IJ ンクランプ 
(アクセス中点灯） 


ネットワーク端子 


DC 12 V 電源接続端子 
i r - 外部 l /〇端子 





調整用 モニター 出力端子 


落下防止ワイヤーフック 
オーディオ出力端子 
マイクグライン入力端子 


♦初期化ポタンについて 

本機の電源を切り、初期化ボタンを押しながら本機の電源を入れてそのまま初期化ボタンを5秒間 
押し続けてください。本機が起動して、ネットワーク設定データを含む設定が初期化されます。状 
態表示ランプの点滅（燈）が消灯したら初期化終了です。必要に応じて事前に設定データをメモな 
どに書き写しておくことをお勧めします。ただし、プ U セットポジションの内容、 HTTPS で使用 
する CRT 鍵は初期化されません。 


►初期化中は電源を切らないでください。正しく初期化されない場合や故障の原因になる場 
合があります。 



はじめに 
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設置 • 接続のしかた 


ここでは、天井に取り付けて使用する場合の設置方法を説明します。 

本機の設置 • 接続を始める前に必要な周辺機器やケーブルを確認し、準備してください。 

接続する前に、本機、 PC など接続する機器の電源を OFF にするかまたは AC アダプター（別売り）を 
電源コンセントから抜いてください。 

別売りの天井直付金具、天井埋込金具、壁取付金具を使用する場合はそれぞれの取扱説明書もあわせ 
てお読みください。 


天井に取り付けて使用する 

本機を天井に取り付ける場合、天井にケープル用の穴をあけて配線する方法（晚16ページ）と、天 
井にケーブル用の穴をあけずに配線する方法（陳21ページ）の2通りがあります。 


重要 

離カメラ取付金具（付属品）を取り付ける取付ねじ4本 （ M 4) は取付場所の材質に合わせてご 
用意ください。ただし、木ねじおよびくぎは使用しないでください。 

コンク U — 卜天井の場合は、パナソニック株式会社製の AY プラグボルト ( M 4) で固定して 
ください。 

( 推奨締付トルク 1 .6 N • m 丨 16 kgf • cm}) 

•取付場所のねじ引抜強度は、 1 本あたり 196 N {20 kgf} 以上必要です。 

♦石こうポードなど強度が不十分な天井に取り付ける場合は、十分な補強を施すか、別売りの 
カメラ天井直付金具 WV-Q 105 (取り付け例は 16 ページを参照）またはカメラ天井埋込金具 
WV-Q 126 を使用してください。 

• ドームカバーに付いている保護シートは、設置工事完了後にはがしてください。 

• DC12 V 電源を使用する場合は、設置•接続前に接続端子の加工を行ってください。（暖 20 ペー 
ジ） 

* 万が一付属の取付金具が外れた場合でも、本機が周囲の人に当たらないように落下防止ワイ 
ヤーを設置してください。 


エ 

事 
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設置•接続のしかた（つづき) 


<WV-Q1 05を使用した場合の取付例〉 

カメラ天井直付金具 WV - Q 1 05の取り付け方法については、取扱説明書をお読みください。 


エ 

事 



天井にケーブル用の穴をあけて配線する 

STEP! STEP2 


カメラ取付金具（付属品）を取付ねじ4本 （ M 4、 
別売り）で取り付けます。 

壁などの障害物が、カメラ取付金具の中心部よ 
り100 mm 以上離れたところに取り付けてくだ 
さい。 

カメラが向く方向 （FRONT) 


令 

--- 



から100 mm 以上離す 


本機に接続するケーブル用の穴を天井にあけま 
す。カメラ取付金具の 「 FRONT 」 とは反対方向 
に、カメラ取付金具の中心部から穴の中心部ま 
で約75 mm 離れたところに、¢25 mm の穴を 
あけて < ださい。 



STEP3 

SDHC / SD メモ U — 力ードス□ットに 
SDHC / SD メモ U — 力ードを挿入します。取り 
付け方法は24ページをお読みください。 
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STEP4 

カメラ取付金具（付属品）に固定されている落 
下防止ワイヤーをカメラに取り付けます。 
取り付けたあとは、落下防止ワイヤーの先端 U 
ングが確実にカメラ本体の落下防止ワイヤー 
フックに掛かつていることを確認してください。 



STEP5 


外部 I / O 端子、マイク入力端子、オーディオ出力 
端子、モニター出力端子にケーブルを接続しま 
す。接続する際はカメラ本体をしっかり持って 
行ってください。 

オーディオ出力端子 

マイク/ライン入力端子- 1 I 調整用 


外部 I/O 端子 


モニター 

出力端子 


カメラ 

本体 


国 1。。。。| 


© © © 


♦外部 I/O 端子 

外部機器を接続します。 

ケーブルの外皮を9 mm 〜10 mm 切断し、 
ショートなどがないようにしん線をよくよじつ 
てから接続してください。 

• 線材仕様： 22 AWG 〜28 AWG 
単線•より線 


むきしろ 



約 9 mm 〜10 mm 

—— 外部 I/O 端子 2 

(ALARM IN2/ALARM OUT) 

EXT/0 i — 外部 I/O 端子 1 

(ALARM INI /DAY/NIGHT IN) 

0 000 
4 3 2 1 

I 1 - 外部 I/O 端子 3 

r J ln (ALARM IN3/AUX OUT ( 外部出力 )) 


重要 

•1 つの端子に 2 本以上の線を接続しない 
でください。2本以上接続する必要があ 
る場合は、本機外部で線を分岐させ、接 
続してください。 

* 外部1/〇端子2と外部 I / O 端子3は、入力 
端子/出力端子に切り換えることができ 
ます。外部 I / O 端子2、3 (アラーム2、 3) 
の設定 （ OFF メアラーム入力/アラーム 
出力または AUX 出力（外部出力)）につ 
いては「取扱説明書操作 • 設定編」 
( CD - ROM 内）をお読みください。 

參お買い上げ時は、外部 I / O 端子は 「 OFF 」 

に設定されています。 「 OFF 」 設定時は 
入力設定と同様に外部機器を接続してい 
ただけます。 

參外部 I / O 端子を出力端子として使用する 
場合は、外部からの信号と衝突しないよ 
うに注意してください。 

<定格> 

•ALARM IN 1./ DAY/NIGHT IN , ALARM 
IN 2 、ALARM IN 3 
入力仕様：無電圧メイク接点入力 

( DC 4 V 〜5 V プルアップ内蔵） 
OFF :オープンまたは DC 4 V 〜5 V 
ON : GND とのメイク接点 

(必要ドライブ電流1 mA 以上） 

•ALARM OUT、AUX OUT 
出力仕様：オープンコレクタ出力（外部から 
の最大印加電圧 DC 20 V ) 

OPEN :内部プルアップによる DC 4 V 〜 
5 V 

CLOSE :出力電圧 DC 1 V 以下 

(最大ドライブ電流50 mA ) 
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設置•接続のしかた（つづき) 


離マイク/ライン入力端子 

03.5 mm のモノラルミニプラグを接続します。 
•入カインピーダンス 
:約2 kQ 
•推奨ケーブル長 

:1 m 未満（マイク入力の場合） 
10 m 未満（ライン入力の場合) 
•推奨マイク：プラグインパワー方式（別売り) 
•供給電圧 ：2.5 V ±0.5 V 
•推奨マイク感度 

: -48 dB ±3 d 巳 
(0 dB=l V / Pa , 1 kHz ) 

•推奨プラグ形状 

: L 字形 


エ 

事 


重要 

♦音声ケーブルの抜き差しや、カメフの電 
源を 0 N にするときは、オーディオ出力 
機器の電源を切つた状態で行つてくださ 
し)。 スピーカーから 大きなノイズが出る 
ことがあります。 


♦オーディオ出力端子 

¢3.5 mm のステレオミニプラグ（出力はモノ 


ラル）を接続します。アンプ内蔵の外部スピー 
カーを使用してください。 

•推奨ケーブル長： 10 m 未満 
•推奨プラグ形状： L 字形（ストレート形の場 
合は40 mm 以下） 


春調整用 モニター 出力端子 

¢3.5 mm のミニプラグ（モノラル）を接続し 
ます（出画確認を行う場合のみ)。 

• 推奨プラグ形状：ストレート形 （ L 字形ではピ 
ン配置が合いません） 


重要 

* 調整用モニター出力は、設置時やサービ 
ス時にビデオ受像機で画角などを確認す 
ることを目的にしたものです。録画およ 
び監視目的には使用できません。 

• 映像の上下左右に黒帯が見える場合があ 
ります（画角は変わらないため調整に支 
障はありません)。 


STEP 6 

カメラ取付金具（付属品）に本機を取り付けます。 
カメラ取付金具のガイドにロックプレートを合 
わせ、金具の中心部とカメラの中心部を合わせ 
て本機に差し込み、カメラ取付金具に本機を押 
しつけながら時計回りに回します。 



重要 

• 必ずカメラ本体を持つて取り付けてくだ 
さい。ドームカバーを持ちながら取り付 
けると、故障の原因になります。 
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STEP 7 

カメラ固定ねじ（ M 3、付属品）1本で本機と力 
メラ取付金具（付属品）を固定します。 

推奨締付トルク： 0.68 N . m 17.0 kgf - cm ( 



カメラ固定ねじ 
( M 3、付属品） 

STEP 8 

ネットワーク端子、 DC 12 V 電源接続端子にケー 
ブルを接続します。 


♦ネットワーク端子 

Ethernet ケーブル（カテゴリー5以上）を接続 
します。 

重要 

• Ethernet ケーブルは4対 （8 ピンすベて） 
を使用してください。 

<推奨ケーブル> 

パナソニック株式会社製 
エコ LAN ケーブル4対 CAT 5 E 
NR 13533 シ U — ズ （201 1年9月現在） 

參 Ethernet ケーブルの最大長は100 m ま 
でです。 

• PoE 電源供給装置は、必ず旧 EE 802.3 af 
準拠品を使用してください。 

_ PoE 電源供給装置と DC 1 2 V 電源の両方 
を接続した場合は、 DC 12 V が優先され 
ます。 

參 Ethernet ケーブルを再接続するときは、 

2秒以上の間隔をあけてください。素早 
く抜き差しすると、 PoE 電源供給装置か 
ら電源が供給されない場合があります。 


雪西 

♦初期化中は本機に触らないでください。 
正しく初期化されない場合や、故障の原 
因になる場合があります。 


ネットワーク端子 

I DC 12 V 電源接続端子 







設置•接続のしかた（つづき) 


拳 DC 12 V 電源接続端子 

AC アダプター（別売り）を接続します。 

① 電源用端子台（付属品）のねじをゆるめます。 

② 電源用端子台に AC アダプター（別売り）の出 
カケーブルを接続します。 

出カケーブルの外皮を3 mm 〜7 mm 切断し、 
ショートなどがないように、しん線をよくよ 
じってください。 

• 線材仕様：16 AWG 〜24 AWG 単線•より線 
※外皮を切断したしん線が電源用端子台から露 
出せず、確実に接続されていることを確認し 
てください。 

※ WV - PS 16 (別売り）を使用するときは、ケー 
ブル先の八ンダ付け部分を除去してから、外 
皮を3 mm 〜7 mm むき、より線を露出させ 
るよう加工して使用してください。 

③ 電源用端子台のねじを締めます。 

④ 電源用端子台の後面の DC 12 V 電源ケーブル 
接続端子に接続します。 


事 


重要 

攀 DC 12 V 電源は、 AC 100 V に対して絶 
縁されたものを使用してください。 

• 電源用端子台は、必ず付属品を使用して 
ください。 

* 電源用端子台は、 DC 12 V 電源ケーブル 
接続端子の奥まで確実に差し込んでくだ 
さい。接続が不確実な場合、故障、誤動 
作につながるおそれがあります。 

♦本機の電源および消費電力の定格（陳 
32ページ）を満たす AC アダプターを使 
用してください。 
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STEP 9 

必要なケーブルを接続したら、飾りカバー（付 
属品）を取り付けます。 

①飾りカバー（付属品）を分割します 
♦飾りカバー側面に示されている矢印の方向に 
押して、フックを外します。 

フックは2か所とも外してください。 



重要 

♦逆方向に押し上げると破損の原因になり 
ます。 

②飾りカバーをカメラ本体に取り付けます 
• STEP 9 ①で分割した飾りカバーをカメラ本体 
の左右からはさみこみ、飾りカバーのフック 
をはめ込みます。 

飾りカパーは、 Panasonic □ゴと切り欠き部 
分の方向を合わせて取り付けてください。 
下図の矢印の方向にはめ込んでください。 



Panasonic ロゴと切り欠き部分の方向を合わせる 
※方向がずれると飾りカパーが外れる可能性があります。 







③飾りカパーを固定します 
♦飾りカパーをそのまま上に持ち上げて、天井 
面に強く押しつけてください。 


天井にケーブル用の穴をあけずに配線する 

STEP ! 

「天井にケーブル用の穴をあけて配線する」の 
STEP 1と STEP 3 〜 STEP 8 卜16〜20ベー 
ジ） に従って、本機を取り付けてください。 
STEP 2 のケーブル用の穴をあける作業は必要あ 
りません。 

STEP 2 

飾りカバー（付属品）の切り欠き部分を取り外 
します。 


エ 

事 


「天井にケーブル用の穴をあけて配線する」の 
STEP 9 〇?20〜21ページ）に従って、飾り力 
パーを取り付けます。 

♦飾りカノ（一の加工部分から配線してください。 

[側面から引き出す場合] 





重要 

♦ケーブル類をはさみこまないように注意 
してください。 
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設置•接続のしかた（つづき) 


接続例 

PC と直接接続する場合 



<必要なケープル> 

Ethernet ケーブル（カテゴリー5、クロス） 

PoE 対応八ブを使用してネットワークに接続する場合 



<必要なケーブル> 

Ethernet ケーブル（カテゴリー5、ストレート） 

電要 

♦ビデオ受像機は、設置時やサービス時の画角などを確認することを目的にしたものです。録 
画および監視を目的にしたものではありません。 

•使用するビデオ受像機によっては、ビデオ受像機画面上に表示される文字（カメラ ID 、 プ U セッ 
卜名称など）が欠けて見える場合があります。 

參八ブ、ルーターは1 OBASE - T /1 OOBASE - TX 対応のスイッチング八ブまたはルーターを使 
用してください。 

♦電源は各ネットワークカメラに必要です。ただし、 PoE 対応八プを使用する場合は不要です。 
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カメラを取り外す 


本機は、カメラ本体とカメラ取付金具（付属品）をねじで固定しています。カメラ本体を取り外す場 
合は、以下の手順で行ってください。 


電西 

♦本機および飾りカバー（付属品）を取り外す場合は、必ず以下の手順をお守りください。破 
損の原因になります。 


STEP ! 

飾りカパーをカメラ本体から取り外します。 
♦飾りカパーを下に引き、天面より外します。 



♦飾りカバー側面に示されている矢印の方向に 
押して、フックを外します。 

フックは2か所とも外してください。 



重要 

* 逆方向に押し上げると破損の原因になり 
ます。 


STEP 2 

電源用端子台（付属品）または Ethernet ケープ 
ル （ PoE 使用時）を抜き、本機の電源を切ります。 


STEP 3 

カメラ本体とカメラ取 
付金具（付属品）を固 
定しているカメラ固定 
ねじ（ M 3、付属品） 

1本を外します。 

カメラ固定ねじを紛失 
しないように注意して 
ください。 

STEP 4 

カメラ本体を反時計回りに回して、カメラ取付 
金具（付属品）から取り外します。 




エ 

事 


重要 

♦必ずカメラ本体を持つて取り外してくだ 
さい。ドームカバーを持ちながら取り外 
すと、故障の原因になります。 


STEP 5 

ケーブル類をカメラ本体から取り外します。 


STEP 6 

落下防止ワイヤーをカメラ本体から取り外します。 
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SDHC/SD メモリーカ—ドの取り付け • 取り外し 


SDHC / SD メモ U —力ードを取 D 付ける 


重要 

* SDHC / SD メモ U —力ードを取り付けるときは、本機の電源を切ってから取り付けてください。 
♦ SDHC / SD メモ U —力ードは、向きに注意して取り付けてください。 

* 電源を入れた状態で SDHC / SD メモ U — カードを取り付け、取り外しした場合、 SDHC/SD 
メモリーカード内のデータが破損する可能性があります。 


STEP ! 

SDHC / SD メモ U —力ードカパーを矢印の方 
向にスライドさせ、カパーをあけます。 


STEP 2 


エ 

事 


SDHC / SD メモ U — 力ード'を SDHC / SD メモ 
U _ カードス□ットに奥までまっすぐ差し込み、 
カチッと音がすることを確認します。 


STEP 3 

SDHC / SD メモ U _ カードカパーを奥まで 
しっかりと閉めます。 



SDHC/SD メモリーカードカバー 



SDHC / SD メモリーカードを取り外す 


重要 

* SDHC / SD メモ U — 力ードを取り外すときは、設定メニューの [ SD メモ U — 力ード]タブ 
で 「 SD メモ U — 力ードの使用」を「使用しない」にし、電源を切ってから取り外してください。 
取扱説明書操作 • 設定編 （ CD - ROM 内）） 


STEP 1 STEP 3 

「 SDHC ， SD メモ U — 力ードを取り付ける」の SDHC / SD メモ U — 力ードカバーを奥まで 

STEP 1 に従つて、 SDHC / SD メモ U — カード しっかりと閉めます。 

カパーをあけます。 


STEP 2 

SDHC / SD メモ U —力ードをカチッと音がす 
るまで押し、 SDHC ダ SD メモ U — カードス□ッ 
卜から取り出します。 
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CD-ROM を使用する 


CD ランチヤーについて 

付属の CD - ROM を PC の CD - ROM ドライブに入れると、自動的に CD ランチヤーの画面が表示されま 
す。 

•表示されない場合は、付属 CD - ROM 内の 「 CDLauncher . exe 」 ファイルをダブルクリックしてく 
ださい。 

* 使用許諾契約が表示されますので、使用許諾契約をお読みのうえ、「使用許諾契約の条項に同意し 
ます。」を選択し [0 K ] をクリックします。 



付属の CD - ROM を使って、次のようなことができます。 

① IP 簡単設定ソフトウェアを PC にインストールすることができます。 

-「 IP 簡単設定ソフトウェアをインストールする」を参照してください。（陳26ページ） 

② IP 簡単設定ソフトウェアを起動し、本機のネットワークに関する設定をすることができます。 

—「ネットワークの設定を行う」を参照してください。（暖28ページ） 

③ 取扱説明書を PC にインストールすることができます。 

—「取扱説明書をインストールする」を参照してください。（暖27ページ） 

(2)耳_明書を参照することができます。[参照]ボタンをクリックしてください。 

参照メニューが表示され、取扱説明書や 「 Windows®/Internet Explorer ® のバージョンによ 
る注意事項」などを参照できます。 

⑤本機の画像の表示用プラグインソフトウェアを PC にインス I ルすることができます。 

-「表示用プラグインソフトウェアをインストールする」を参照してください。（防27ページ） 
なお、「はじめにお読みください」 （ Readme ファイル）を必ずお読みのうえ、使用してください。 


エ 

事 
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CD - ROM を使用する（つづき) 


IP 簡単設定ソフトウェアをインストールする 

CD ランチヤーの画面で 「 IP 簡単設定ソフトウェア」の[インストール]ボタンをクリックすると IP 
簡単設定ソフトウェアのインストール画面が表示されます。下記の各設定項目を確認し、インストー 
ルしてください。 



① インストールする IP 簡単設定ソフトウェアを選択してください。 

② IP 簡単設定ソフトウェアをインストールしたときに、ショートカットアイコンを作成する場所を 
選択します。 

③ IP 簡単設定 ソフ トウェアをインストールする PC のフォルダーを指定します。 

④ [インストール]ポタンをクリックすると、インストールを開始します。 

メモ 

« IP 簡単設定ソフトウェアをアンインストールするには、インストールしたときに指定したショート 
カットアイコンの場所（初期設定：デスクトップ）にあるショートカットアイコンと、 IP 簡単設定ソ 
フトウェアをインストールしたときに指定したフォルダー内にある [ EasyIPConfig ] フォルダーを 
削除してください。 
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取扱説明書をインストールする 

CD ランチヤーの画面で「取扱説明書」の[インストール]ポタンをクリックすると取扱説明書のイ 
ンストール画面が表示されます。下記の各設定項目を確認し、インストールしてください。 



(5)[インスト-ル [ キャンセル j 


①インストールする取扱説明書の機撞を選択してください。 

なお、取扱説明書の対応機種は②の対応機種一覧に表示されます。 

②①で選択した取扱説明書がどの機撞に対応しているかを一覧表示します。 

③ 取扱説明書をインストールしたときに、取扱説明書のショートカットアイコンを作成する場所を 
選択します。 

④ 取扱説明書をインストールする pc のフォルダーを指定します。 

⑤ [インストール]ポタンをクリックすると、インストールを開始します。 


エ 

事 


メモ 

«取扱説明書をアンインストールするには、インストールしたときに指定したショートカットアイコン 
の場所（初期設定：デスクトップ）にあるショートカットアイコンと、取扱説明書をインストールし 
たときに指定したフォルダー内にある [ Manual ] フォルダーを削除してください。 


表示用プラグインソフトウェアをインストールする 

本機の画像を表示するには、表示用プラグインソフトウェア 「Network Camera View 4 S 」 が PC 
にインストールされている必要があります。 CD ランチヤーの画面で「表示用プラグインソフトウェ 
ア」の[インストール]ポタンをクリックし、画面の指示に従ってインストールしてください。 

なお、 PC で本機にアクセスし、メッセージが表示された場合は、画面に従ってインストールしてく 
ださい。詳しくは「取扱説明書操作•設定編」の「表示用プラグインソフトウェアについて」を参 
照してください。 


メモ 

籲表示用プラグインソフトウェアをアンインストールするには、 PC の各 0 S により以下の手順で削除し 
てください。 

Windows XP の場合： 

[コント□—ルパネル]の[プ□グラムの追加と削除]より [Network Camera View 4 S ] を削除 
Windows Vista/Windows 7 の場合： 

[コントロールパネル]の[プログラム]の[プログラムのアンインストール]より [Network 
Camera View 4 S ] を削除 
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ネットワークの設定を行う 


IP 簡単設定ソフトウヱアを使用して本機の設定を行う 

本機のネットワークに関する設定は、付属の CD - ROM の IP 簡単設定ソフトウェアを使って行うこと 
ができます。本機を複数台設定する場合は、カメラごとに行う必要があります。 

IP 簡単設定ソフトウェアを使って設定できない場合は、設定メニューのネットワークページで個別に 
本機と PC の設定を行います。詳しくは「取扱説明書操作•設定編」 （ CD - ROM 内）をお読みくだ 
さい。 


エ 

事 


重要 

• Microsoft Windows 7または 、 Microsoft Windows Vista を使用する場合、 IP 簡単設定ソ 
フトウェアを起動すると、管理者アカウントのパスワードを要求されることがあります。こ 
の場合は、コント□ールパネルから「ユーザーアカウント制御」を無効にしてください。 

* IP 簡単設定ソフトウェアは、セキュリティ強化のため、電源投入後、約20分以上経過すると 
対象カメラの MAC アドレス、 IP アドレスが表示されなくなります。 （ IP 簡単設定の有効期間 
の設定が「20分間」の場合）ただし、初期状態のカメラは約20分経過後も表示されます。 

* IP 簡単設定ソフトウェアは、ルーターを経由した異なるサブネットからは使用できません。 
•旧パージョンの IP 簡単設定ソフトウェア ( Ver .2. xx ) では、本機を表示したり設定したりす 

ることはできません。 





CD ランチヤーのメニュー画面の 「 IP 簡単設定ソフトウェア」の[起動]ボタンをクリック 
して起動してください。または、 PC にインストールしたあとに、作成されたショートカット 
アイコンをダブルクリックして起動してください。 

* 使用許諾契約が表示されますので、使用許諾契約を 
お読みのうえ、「使用許諾契約の条項に同意します。」 

を選択し、 [0 K ] をクリックします。 

設定する本機の MAC アドレス/ IP アドレスをクリッ 
クし、[ネットワーク設定]ポタンをクリックします。 



メモ 

• DHCP サーパーを使用している場合、本機に割り振られた IP アドレスは、 IP 簡単設定ソフトの[検索] 
ポタンをクリックすると確認できます。 

籲 IP アドレスが重複している場合、該当するカメラの IP アドレス重複欄に、重複するカメラ No . が表示 
されます。 

• [カメラ画面を開く]ポタンをクリックすると、選択したカメラのライブ画ページが表示されます。 

• IPv 4/ IPv 6 切換の選択に従い、カメラー覧表に表示する IP アドレスを IPv 4 と IPv 6 で切り換えること 
ができます。 

•各表示項目のタイトルをクリックすると、ソートして表示することができます。 


28 




B ネットワークの各項目を入力し、[保存]ポタンをクリック 
します。 


メモ 

• 「カメラが再起動するまで待つ」のチェックを外す 
ことによって、複数のカメラを連続して設定するこ 
とができます。 


ン因定 I p : 

5白助設定 (AutOlP) 


I 80 I 


IPv 4 アドレス 
サブネ，トマスり 
デ:^ルトゲ~卜0:[イ 


DNS 


プ MTUDNS 
t* ン WDNS 


0カメラ ffSSIWSSW 寺つ 


匚 f * 存」 I 


重要 

• [保存]ボタンをクリック後、本機への設定が完了するまで約2分かかります。設定が完了す 
る前に Ethernet ケーブルを抜いて電源を切ると、設定内容が無効になります。再度設定をや 
り直してください。 

•ファイアウオール（ソフト含む）を導入している場合、 UDP の全ポートに対してアクセスを許 
可してください。 


初期設定のユーザー名とパスワードについて 

設定メニューにアクセスすると、ユーザー名とパスワードのユーザー認証画面が表示されます。下記 
の初期設定の管理者のユーザー名とパスワードを入力し、□グインしてください。 

ユー ザー 名 ： admin 


エ 

事 


パスワード：12345 


•セキュリティを確保するため、ユーザー名が 「 admin 」 のパスワードは必ず変更してください。 

パスワードは定期的に変更することをお勧めします。 

* ライブ画のセキュ U ティを確保するために、「ユーザー認証」を 「 On 」 に設定することで、 
ライブ画に認証を設定することができます。 

詳しくは「取扱説明書操作•設定編」 （ CD - ROM 内）をお読みください。 
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故障かな!？ 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。 

これらの処置をしても直らないときや、この表以外の症状のときは、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


現 象 

原因•対策 

参照ページ 

電源が入らない 

DC 電源の場合 

* AC アダプターの電源プラグが AC コンセントに確実に接続されてい 
ますか？ 

接続されているか確認してください。 

• 電源用端子台（付属品）が、本機に確実に差し込まれていますか？ 
差し込まれているか、確認してください。 

* AC アダプターは本機の定格を満たすものを使用していますか？ 

AC アダプターの定格を確認してください。 

PoE 電源の場合 

* PoE 対応の電源供給装置と後面のネットワーク端子を 、 Ethernet 
ケーブル（カテゴリ_5)で接続していますか？ 

接続されているか確認してください。 

• 複数の PoE 端末機器を接続できる電源供給装置によっては、供給で 
きる卜ータル電力の制限を超えると、電源供給されないものがあり 
ます。 

PoE 電源供給装置の取扱説明書をお読みください。 

20 

32 

19 

ポジション設定した 
場所にカメラが向か 
ない 

• 本機使用中に、設定したポジション位置からカメラの向きがずれた 
場合、ポジションリフレッシュを実行すると位置が補正されます。 
また、スケジュール機能でポジションリフレッシュを設定すると、 
定期的にカメラの向きのずれを補正することができます。場合に 
よっては、プリセットポジションを再設定してください。 

取扱説明書 
操作 • 設定編 

カメラがパン • チル 
卜動作の途中で停止 
し、機械音がする 

* カメラの向きがずれてしまった可能性があります。設定メニューの 
[初期化]タブで、ポジションリフレッシュを行ってください。 

取扱説明書 
操作 • 設定編 

自動的にカメラが回 
りだす 

• ノイズによる影響が考えられます。 

外来ノイズが発生していないかどうか、確認してください。 

11 

電源を入れたあと、 
状態表示ランプが橙 
色に点灯/点滅する 

• カメラに Ethernet ケーブルが正しく接続されていますか？ 

Ethernet ケーブルを正しく接続してください。 

* カメラが接続されている八ブまたはル_夕_が正しく動作していま 
すか？ 

お使いのノ V ブまたはル_夕_が正しく動作しているか確認してくだ 
さい。 

* カメラに接続した Ethernet ケーブルが断線していませんか？ 

別の Ethernet ケーブルと交換してください。 

19 

状態表示ランプが約 

2 秒間隔で橙色点滅 
し続ける 

* ルーターの電源が切れているため、 UPnP ™ エラーが発生しています。 
ル_夕_の電源を入れてください。回線が接続されるまで、しばら 
くお待ちください。 

- 

* UPnP によるポート更新でエラーが発生しています。 

ルーターが UPnP 機能に対応していない場合は、ルーターにポート 
フォワーディング設定をしてください。また、カメラの自動ポート 
フォワーディング設定を [ Off ] にしてください。 

取扱説明書 
操作 • 設定編 

* ルーターの UPnP 機能が無効になっています。 

ルーターの取扱説明書を参照して、 UPnP 機能を有効にしてくださ 
い。 

— 
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現 象 

原因 

• 対 

策 

参照ページ 

状態表示ランプが 
まったく点灯しない 

• 設定メニューの[基本]タブの[ランプ表示]が[消灯]に設定さ 
れていませんか？ 

ランプ表示の設定を[点灯（常時)]または[点灯（アクセス時)] 

に変更してください。 

取扱説明書 
操作 • 設定編 

状態表示ランプが赤 
点滅し続ける 

• カメラの故障が考えられます。 

お買い上げの販売店へお問い合わせください。 

• 設定メニューの[ステータス]タブの[自己診断]の表示内容を確 
認のうえ、付属 CD-ROM 内の「はじめにお読みください」 (Readme 
ファイル）をお読みください。 

- 

状態表示ランプが赤 
点灯する 

* 書き込み禁止状態の SDHC/SD メモリーカードが挿入されていませ 
んか？ 

SDHC/SD メモリーカード本体の書き込みプ□テクトを解除してく 
ださい。 

* PC でフォーマットした SDHC/SD メモリーカードを使用していま 
せんか？ 

カメラでフォーマットした SDHC/SD メモリーカードを使用してく 
ださし'1。または、 SDHC/SD メモリーカードフォーマットソフトウェ 
アを PC にインストールしてフォーマットしてください。 SD メモ 
リーカードフォーマットソフトウェアについては、パナソニックの 
サボートウェブサイト 

(http://panasonic.biz/security/support/info.html) 

を参照ください。 

* 異常のある SDHC/SD メモリーカードが挿入されていませんか？ 
正常な SDHC/SD メモリーカードに交換してください。 

取扱説明書 
操作 • 設定編 


状態表示ランプについて 


カメラの状態表示ランプは、カメラの状態によって以下のようになります。 


運用状態 

ランプ状態 

電源投入時 

ネットワーク未接続時 

桓点滅 


ネットワーク接続時 

橙点滅-*•緑点滅-*•緑点灯 

待機時および通信中（ケーブル未接続） 

橙点灯 

待機時および通信中（ケーブル接続済み） 

緑点灯 

バージョンアップ中 

橙点滅 

初期化動作中 

橙点滅—消灯 

UPnP によるポートフォワーデイングエラー 

橙点滅 （2 秒間隔） 

本製品に異常発生 

赤点滅 

SDHC ， SD メモリーカードに書き込みできない 

赤点灯 


そ 

の 

他 
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仕様 


參基本 


電源 

DC 12 V、PoE ( EEE 802.3 af 準拠） 

消費電力 

DC 12 V :約1 A、PoE 48 V : 250 mA (クラス0機器） 

使用温度範囲 

-10° C ~ + 50 °C 

使用湿度範囲 

90 %以下（結露しないこと） 

モニター出力 
(画角調整用） 

VBS ： 1.0 V [ p - p ] /75 Q 、 コンポジット信号、 

¢3.5 mm ミニジャック（モノラル） 

外部 I / O 端子 

アラーム入力カラー白黒切換入力、アラーム入力2/ 

アラーム出力、アラーム入力 3/ AUX 出力各1端子 

マイク/ライン入力 

マイク入力時 

ライン入力時 

03.5 mm モノラルミニジャック 
入カインピーダンス：約2 kQ 
使用可能マイク：プラグインパワー方式 
供給電圧： 2.5 V 土 0.5 V 
入カレベル：約 -10 dBV 

オーディオ出力 

¢3.5 mm ステレオミニジャック（モノラル出力） 

出カインピーダンス：約600 Q 
ラインレベル 

寸法 

0135 mm 高さ196 mm (飾りカバー含まず） 

負里 

本体：1 .2 kg 付属品（カメラ取付金具、飾りカバー）：約200 g 

仕上げ 

本体 ： PC % ABS 樹脂（塗装色：ファインシルバー(501)) 

ドーム部： PMMA 樹月旨 

♦カメラ部 

撮像素子 

1/4型 M 0 S センサー 


湖豕系丁 I / ^■ 生 IVIUO 

有効画素数 約130万画素 


走査面積 _ 3.6 mm (H) X2.7 mm (V) _ 

走査方式 プログレッシブ 

最低照度 カラー 0.5 lx (FIA オートス□— シャッター： Off (1/30 s), AGC : High) 

0.031 lx (FI. 4、才ートス□-シャッター：最大 16/30 s、AGC : High)* 
白黒 0.06 lx (FI A オートス□—シャッター： Off (1/30 s), AGC : High) 
0.004 IX (FI A 才ートス□—シャツター:最大 16/30 s、AGC : High)* 
※換算値 


スーパーダイナミック On/Off 


ダイナミックレンジ 

52 dB typ . (スーパーダイナミック： ON 時、光量制御：フリッカレス時） 

顔連動制御 

On/Off 

ゲイン （ AGC ) 

On ( Low ) /On ( Mid ) /On ( High ) /Off 

暗部補正 

On/Otf 

逆光補正 ( BLC ) 

On/Off 

光量制御 

フリッカレス （50 Hz /60 Hz ) / 屋外撮影/固定シャッター 

シャッター速度 

1/30, 3/100、3/120、2/100、2/120、 1/100、 1/120、 
1/250、 1/500、 1/1000、 1/2000、 1/4 〇00、1/10000 

オートス □— シャッター 

Off (1/30 s )、 最大 2/30 s 、 最大 4/30 s 、 最大 6/30 s 、 

最大 10/30 s 、 最大 16/30 s 

カラー/白黒切換 

On / Off / Auto 1 / Auto 2/ Auto 3 

ホワイトパランス 

ATW 1,， ATW 2 /AWC 

デジタルノイズ 
リダクション 

High/Low 

画揺れ補正 

On 孑 Off 
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の 

他 





画像認識顔検出 

On^Off ( XML 通知設定あり） 


プライパシーゾーン 

塗潰し/モザイク / Off (ゾーン設定最大8か所） 


画面内文字表示 

On/Off 

最大20文字（アルファべット、カタカナ、数字、記号） 

文字サイズ太/中/小 


動作検知 ( VMD ) 

On / Off 、 4エリア設定可能 


イメージホールド 

On/Off 


♦レンズ部 

ズーム比 

36倍 



72倍 （ Ex 光学ズーム、 VGA 解像度使用時） 


デジタルズーム 

12倍（最大864倍 Ex 光学ズーム、 VGA 解像度使用時） 


焦点距離 

3.3 mm 〜11 9.0 mm 


最大口径比 

1：1 .4 ( WIDE ) 〜 4.8 ( TELE ) 


フォーカス範囲 

2.0 m 〜〇〇 


絞り範囲 

F 1.4 〜22 、 Close 


画角 

水平1 .7° ( TELE ) -60.2° ( WIDE ) 

垂直 1.3° ( TELE ) 〜46.0° ( WIDE ) 


♦回転台部 

水平回転範囲 

360°エンドレス旋回 


水平回転速度 

マニュアル：約0.065° / s 〜120° / s 、 プリセット：最大約400° 

/s 

垂直回転範囲 

— 15° 〜185° (水平〜真下〜水平） 

チルト範囲指定：10°パ5° ダ-3° / — 5° 10° 

— 15° * で指定可能 

V 

垂直回転速度 

マニュアル：約0.065° / s 〜120° / s 、 プリセット：最大約400° 

/s 

プ U セットポジション数 

256か所 


自動モード 

オートノくン/プ U セットシーケンス/自動追尾/パト□—ル 


セルフリターン 

10 s / 20 s / 30 s / 1 min / 2 min / 3 min / 5 min / 10 min / 

20 min / 30 min / 60 min 


マップショット 

360度マップショット/プ U セットマップショット 


※「_10°」または「_15°」に設定すると、チルト角度90° (真下）に到達した場合、自動的 
に高速パン回転することで、継続して動作します（チルトフリップ機能)。 

參ネッ トワーク部 



ネットワーク 

10巳 ASE - T / 100 BASE - TX 、 RJ 45 コネクター 


画像解像度 

アスペクト比： 4:3 

H .264 1 280 X 960/800 X 600 /VGA (640 x 480) / 

QVGA (320 X 240) 最大30 fps 

MPEG -4 VGA (640 X 480) /QVGA (320 x 240) 最大 30 fps 

JPEG ( MJPEG )1280 X 960/800 X 600 /VGA (640 x 480) / 

QVGA (320 X 240) 最大 30 fps 


アスペクト比： 16:9 


そ 

の 

他 


H .264 1280 X 720/640 X 360/320 X 180 最大30 fps 

JPEG ( MJPEG ) 1280 X 720/640 X 360/320 X 180 最大30 fps 
※ MPEG -4 は対応しておりません。 
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仕様（つづき) 


そ 

の 

他 


画像圧縮方式 
※ l ※2 

H .264/ 画質選択：動き優先/標準/画質優先 

MPEG -4 配信方式：ユニキャスト/マルチキャスト 

ビットレート： 

(固定ビットレート/ベストエフォート配信） 

64 kbps /128 kbps /256 kbps /384 kbps /512 kbps / 
768 kbps /1024 kbps /1536 kbps /2048 kbps / 

3072 kbps /4096 kbps /*8192 kbps /* 制限なし 
* H .264 モード時のみ 
(フレームレート指定） 

1 fps /3 fps /^5 fps /7.5 fps /1 0 fpsi *： l 2 fpsf 

15 fps /20 fps /30 fps 


JPEG 画質選択： 0 最高画質/ 1 高画質'， 2/3/4 Z 5 標準/6/ 

( MJPEG ) 7^8/9低画質 （0 〜9の10段階） 

配信方式： PULL/PUSH 

画像更新速度 

0.1 fps 〜30 fps ( JPEG と、 H .264/ MPEG -4 同時動作時の JPEG フ 
レームレートは制限あり） 

音声圧縮方式 

G .726 ( ADPCM ) 32 kbps / 16 kbps 

G .71 164 kbps 

配信量制御 

制限なし/64 kbps / 128 kbps /256 kbps /384 kbps / 

512 kbps /768 kbps /1024 kbps /2048 kbps ./ 4096 kbps〆 
8192 kbps 

対応プロトコル 

IPv 6 : TCP / IP 、 UDPi / IP , HTTP 、 HTTPS 、 RTP 、 FTP 、 SMTP 、 
DNS 、 NTP 、 SNMP 、 DHCPv 6、 MLD 、 ICMP、ARP 

IPv 4 : TCPj ^ IP , UDP / IP 、 HTTP 、 HTTPS 、 RTSP 、 RTP 、 

RTP / RTCP 、 FTP 、 SMTP 、 DHCP 、 DNS 、 DDNS 、 NTP 、 
SNMP 、 UPnP 、 IGMP 、 ICMP、ARP 

対応 0 S 

Microsoft Windows 7 日本語版 

※已※斗 

Microsoft Windows Vista 日本語版 

Microsoft Windows XP SP 3 日本語版 

対応ブラウザー 

Windows Internet Explorer 9.0 32 ビット日本語版 

Windows Internet Explorer 8.0 32 ビット日本語版 

Windows Internet Explorer 7.0 32 ビット日本語版 

Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 3 日本語版 

最大接続数 

14 (条件による） 

FTP クライアント 

アラーム画像送信、 FTP 定期送信 （ FTP 定期送信失敗時、 SDHC/SD 
メモ U — カードにバックアップ可能） 

マルチスクリーン 

同時に16台のカメラの画像を表示（自カメラ含む） 

推奨 SDHC ダ SD 

パナソニック株式会社製 

メモリーカード 

SDHC メモ U — 力ード： 4 GB 、8 GB 、 16 GB 、 32 G 巳 

(別売り） 

SD メモ U — 力ード ：256 MB 、 512 MB 、 1 GB 、 2 GB 

※巳 

(miniSD カード 、 microSD 力ードは除く） 

携帯電話対応 

NTT ドコモ 、 au ( KDDI)、SoftBank 

JPEG 画像表示、パン•チルト•ズーム•フォーカス制御、 AUX 制御（ア 
クセスレベルによる） 

携帯端末対応 

iPad 、 iPhone、iPod touch (iOS 4.2.1 以降)、 

Android ™ 端末 （docomo P -07 C ) (201 2 年 1 月現在） 
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※ lH .264 と MPEG -4 はどちらか一方のみ選択可能となります。 

※2同じ圧縮方式でそれぞれ独立に2スト U —ム分の配信設定が可能です。 

※刁 Microsoft Windows 7 、 Microsoft Windows Vista または 、 Windows Internet 
Explorer を使用する場合に必要な PC の環境や注意事項など詳しくは、付属 CD - ROM のメ 
ニューより「取扱説明書」の「参照」をクリックし、 「 Windows ®/ lnte「net Explorer ® のパー 
ジョンによる注意事項」をお読みください。 

※斗 IPv 6 で通信を行う場合は 、 Microsoft Windows 7または 、 Microsoft Windows Vista を使 
用してください。 

※巳 SD / SDHC メモ U — カードへの録画を、自動上書きなどにより繰り返して行う場合は 、デー 
夕保持の信頼性を高めるため、当社別売品 （ BB - HCC 02 (2 GB )、 BB - HCC 08 (8 GB )) 

を推奨いたします。 

♦別売り 

AC アダプター 
カメラ壁取付金具 
カメラ天井埋込金具 
カメラ天井直付金具 
MPEG -4 ユーザーライセンス 
H .264 ユーザーライセンス 

ネットワークカメラ専用 SDHC / SD メモ U — カード 


イーサネット送電アダプター 


そ 

の 

他 


WV - PS 16 
WV - Q 118 A 
WV - Q 126 
WV - Q 105 
BB - HCA 5 
巳 B - HCA 8 

BB - HCC 〇8 (8 GB ) 
BB - HCC 02 (2 GB ) 
BB - HPE 2 
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保証と アフターサービス ( よくお読みください） 


使いかた • お手入れ • 修理などは 
■まず、お買い求め先へご相談ください 


『お買い上げの際に記入されると便利です 


販売店名 



電話 （ 

) - 


お買い上げ日 

年 月 

日 


修理を依頼されるときは 

「故障かな!？」（陳30〜31ページ）でご確認のあと、 
直らないときは、まず電源を切って、お買い上げ日 
と右の内容をご連絡ください。 


參製品名 

ネットワークカメラ 

參品番 

DG - SC 386 

參故障の状況できるだけ具体的に 


參保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。 

保証期間：お買い上げ日から本体1年間 


そ 

の 

他 


參保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただ 
きます。 


※修理料金は次の内容で構成されています。 

技術料 診断 • 修理 • 調整 • 点検などの費用 

部品および補助材料代 
出張料|技術者を派遣する費用 


※補修用性能部品の保有期間 [7^] 

当社は、本製品の補修用性能部品（製品の 
機能を維持するための部品）を、製造打ち 
切り後7年保有しています。 


アフターサービスに ついて、おわかりにならないとき 

お買い上げの販売店または保証書表面に記載されています連絡先へお問い合わせください。 
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安全にお使いいただくために、1年に1回をめやすに、，販売店または施工業者による点検をおすすめ 
します。 


本機を高所に設置してお使いの場合、落下によるけがや事故を未然に防止するため、下記のような状 
態ではないか、日常的に確認してください。 

特に1〇年を超えてお使いの場合は、定期的な点検回数を増やすとともに買い換えの検討をお願いしま 
す。詳しくは、販売店または施工業者に相談してください。 



このような彳犬態ではありませんか 


► 本機を使用せずに放置している。 

►取付ねじがゆるんだり、抜けたりしてい 
る。 

► 取付部がぐらぐらしたり、傾いたりして 
し、る。 

► 本機および取付部に破損や著しいさびが 
ある 0 


直ちに使用を中止してください 


事故防止のため、必ず販売店または施工業 
者に 撤去を 依頼してください。 


事故防止のため、必ず販売店または施工業 
者に 点検を 依頼してください。 



長期間使用に関するお願い 

安全にお使いいただくために、，販売店または施工業者による定期的な点検をお願いします。 

本機を長年お使いの場合、外観上は異常がなくても、使用環境によっては部品が劣化している可能性 
があり、故障したり、事故につながることもあります。 

下記のような状態ではないか、日常的に確認してください。 

特に1〇年を超えてお使いの場合は、定期的な点検回数を増やすとともに買い換えの検討をお願いしま 
す。詳しくは、販売店または施工業者に相談してください。 


そ 

の 
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このような彳犬態ではありませんか？ 


直ちに使用を中止してください 


♦煙が出たり、こげくさいにおいや異常な 
音がする。 

* 電源コード • 電源プラグ • AC アダプター 
が異常に熱い。または割れやキズがある。 
* 製品に触るとビ U ピリと電気を感じる。 
•電源を入れても、映像や音が出てこない。 
♦その他の異常 • 故障がある。 


故障や事故防止のため、 電源を切り、 必ず 
販売店または施工業者に 点検 や 撤去を 依頼 
してください。 


※：音声対応していないモデルもあります。 









メモ 




メモ 




本製品は、外国為替及び外国貿易法に定める規制対象貨物（または技術）に該当します。本製品 
を日本国外へ輸出する（技術の提供を含む）場合は、同法に基づく輸出許可など必要な手続きを 
おとりください。 


■使いかた • お手入れ • 修理などは、まず、お買い求め先へご相談ください。 

■その他ご不明な点は下記へご相談ください。 

パナソニックシステムお客様ご相談センター 

パナハ ヨイワ 

■話ホル通, 〇1 20-878-410 受付：9時〜17時3〇分（土•日，祝祭日は受付のみ) 

維帯顆 • PHS か 5 もこ•棚になれます。 

ホームページからのお問い合わせは https :// sec . panasonic . biz / solution / info / 

ご使用の回線 ( IP 電話やひかり電話など)によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があります。 
本書の「保証とアフタ_サ_ビス」もご覧ください。 

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】 

ノ t ナソニック株式会社およびグ j レープ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応など 
に利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていた 
だくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務 
等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示•提供いたしません。個人情報に 
関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。 


パナソニックシステムネットワークス株式会社 

〒1 53-8687 東京都目黒区下目黒二丁目3番8号 
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